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１．はじめに 

 平成 23 年 3 月 11 日に発生した 2011 年東北地方太

平洋沖地震（Mw 9.0）は，地震調査研究推進本部等

によりこの地域に想定されていたものよりもはるか

に規模が大きい超巨大地震であった．また，その地

震により引き起こされた巨大津波は，東北地方から

関東地方にかけての太平洋沿岸各地に甚大な被害を

もたらした．一方，今回の地震津波とほぼ同じ規模

の津波が同地域で西暦 869年に発生していたことが，

歴史学的記録（古文書等に残された文書記録）と地

質学的記録（津波堆積物等）によって徐々に明らか

にされていた(1), (2), (3) ．さらには仙台平野などでは，

そのような地震が数百年～千年程度の間隔で繰り返

して発生していたこともわかってきていた．いわば

今回の津波災害は，推測されていた場所で推測され

ていた規模の津波が発生したと言うこともできる．

しかしながらそれらの研究成果が社会一般に広く認

知される前に今回の地震が発生したため，数百年～

千年程度の再来間隔を持った超巨大地震に対する行

政や住民の備えは十分でなかったといえる．このよ

うな事実は，「津波堆積物」調査・研究の重要性を社

会に広く認識させるものとなった． 

国や全国の各地方自治体では，2011 年東北地方太

平洋沖地震の発生を踏まえて地震被害想定の見直し

を進めており，秋田県でも平成 23 年度から「秋田県

地震被害想定調査」が実施されている．その中では，

日本海東縁部の海域で発生する地震について，複数

の震源領域が破壊する｢連動地震｣の検討がなされる

ことになっている．秋田県沿岸に関しては，1983 年

日本海中部地震が発生し，県内だけでも 79 人が津波

で犠牲になった．しかしながらそれ以前の津波に関

する情報は知られておらず，また日本海東縁部にお

いて過去に連動地震が発生していたという証拠も得

られていない．そこで，それら古津波に関する物的

証拠を収集し，将来の地震被害予測に資する情報を

整備することを目的として，秋田県沿岸域における

古地震学的研究を開始した．本稿では，秋田県沿岸

域における津波堆積物調査の計画を中心とした古地

震学的な研究の概要について紹介する． 

 

２．古津波痕跡調査について 

古津波の痕跡，すなわち津波堆積物を使って海溝型

巨大地震の再来間隔を推定し，その発生時期や影響

範囲および被害に関する将来予測を試みる研究は国

内外で数多くなされている(4), (5), (6), (7), (8), (9) ．国内

において津波堆積物は，千島海溝沿岸域(8) ，日本海

溝沿岸域(9) ，相模トラフ沿岸域(7), (10) ，駿河～南海

トラフ沿岸域(11), (12), (13) などから報告されているが，

我が国における研究例のほとんどが太平洋側のもの

で，日本海側からの報告は箕浦ほか(6) などわずかに

みられるのみである．また，秋田県沿岸に関しては

皆無である． 
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３．秋田県沿岸域における調査の概要 

３．１ 目的 

 将来の津波被害を精度良く予測するためには，そ

の地域で過去に発生した最大規模の津波を想定する

ことが必要である．過去に発生した津波の浸水域等

の規模を推定する方法は，古文書等の歴史記録から

推定する方法と，津波堆積物の分布から推定する方

法が考えられる．歴史記録は地域によってその量・

質ともに偏りがあるという問題点もある．ここでは

最大規模の津波浸水範囲を推定することを目的とす

るため，可能な限り長期間の津波記録を明らかにす

ることが期待される，地層に残された津波痕跡を中

心に調べることとした． 

３．２ 調査手順 

調査は以下の手順で進めている． 

（1）調査地の選定 

地点選定にあたっては以下の①～⑥の項目を基準

とし，空中写真，地形図（現行地形図，旧版地形図）

等で調査地点を抽出した後，現地確認を行い，各調

査地点で最も条件が良い所を掘削候補地点とした．

①文献調査で過去の津波による浸水が推定される場

所およびその周辺，②1983 年日本海中部地震で浸水

した場所およびその周辺，③以前実施された津波浸

水シミュレーションで浸水が想定されている地域お

よびその周辺，④陸成層（泥炭や古土壌）が保存さ

れている可能性の高い場所（閉塞された低平地），⑤

河川による堆積作用の影響を取り除ける場所，⑥人

工改変の影響が少ない場所である． 

（2）予備掘削，本掘削調査 

予備掘削は，（1）で選定された調査候補地点にお

いて，コア採取部の長さ 1m，径 3cm 程度のガウジコ

アラー等を使用し，地表から数 m の土壌試料を採取

する．採取した堆積物を観察し，津波堆積物の可能

性がある砂層等を識別する．この作業にて津波堆積

物が保存されていることが想定された地点について，

機械ボーリングもしくはピット掘削等の本掘削調査

を実施し，予備調査で見いだされた堆積物の確認を

おこなう． 

津波堆積物と認定するためには，その砂層等の地

層が確実に海から陸上に運ばれてきて堆積したこと

を確認しなければならない．そこで，津波堆積物と

推定される地層に関しては，①堆積構造や含有物等

の詳細な観察，②珪藻化石や有孔虫化石等について

分析等をおこない，津波堆積物として認定する．津

波堆積物が保存されていることが確認された地点に

関しては，津波の発生年代を推定するための年代測

定等を実施するとともに，津波に浸水範囲を復元す

るために面的な調査をおこなう．以上の調査結果か

ら，秋田県沿岸域における詳細な津波履歴を明らか

にしたい． 

 

４．おわりに 

 現時点では予備掘削作業をおこなっている段階で

あるが，今後調査を進め，秋田県沿岸域における津

波履歴の詳細を検討し，日本海側における津波ポテ

ンシャルの解明をおこなってゆきたい．また，本研

究の進展や成果については随時学内外に発信し，広

く議論の場を設けさせていただきたい． 
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